
委員会の活動状況
予 算 決 算 委 員 会
委員長　芦原美佳子

　９月10日、17日、18日、19日、
24日に開催しました予算決算委員
会に付託されました案件は、議案
７件、認定８件でした。
◇主な審査内容
◎第40号議案
　福祉文教分科会で、帯状疱疹ワ
クチン接種委託料について質疑が
あり、「当初予算時は対象者の約
２％、800人程度の接種者を見込�
み委託料を計上した。８月末まで
に1,340回のワクチン接種を実施し、
５か月で約1300万円程度の支出が
見込まれている。補正予算につい
ては、対象者の約４％、1,600人程
度が接種すると見込み、予算計上
している」との答弁でした。
◎認定第１号
　都市環境分科会で、尾張旭まち
づくり応援寄附金が大幅に増加し
た理由について質疑があり「返礼
品の拡充が功を奏し、約70％が新
たな返礼品を選択した」との答弁
でした。
　総務分科会で、能登半島地震の
被災地支援に関する予備費充用の
内訳について質疑があり、「先遣�
調査隊などの旅費、燃料費、備蓄
品の補充、運搬費等を予備費から
充用した。今後も先方からの依頼
等に応じ、可能な限り支援を継続
したい」との答弁でした。
◇審査結果
　第41号、第42号、第43号、第44
号、第45号、第46号議案は全員賛
成、第40号議案は賛成多数で可決
しました。また、認定第３号、第
４号は全員賛成、認定第１号、第
２号、第５号、第６号は賛成多数
で認定しました。認定第７号、第

８号は全員賛成により原案可決及
び認定しました。

福 祉 文 教 委 員 会
委員長　櫻井直樹

　９月17日に開催しました福祉文
教委員会に付託されました案件は、
議案６件、請願１件、陳情６件で
した。
◇主な審査内容
◎第47号議案
　城山野球場の冬期の使用時間が、
夜間も使えるように拡大すること
に伴い、冬場は、午後５時でも暗
いのに、午後５時からの使用と午
後７時からの使用で、使用料が違
う理由について、質疑があり、�
「他の屋外施設の夜間使用も同様
であるが、使用料は、夏場と同様
の使用料で、年間を通して分かり
やすくしている」との答弁でした。
◇審査結果
　第47号、第48号、第49号、第50
号、第52号議案は全員賛成、第51
号議案は、賛成多数で可決しまし
た。
　請願第１号は、委員会協議会に
おいて、趣旨説明があり、その後
の委員会審査において、本請願を
一部採択にしては、という提案が
ありました。一部採択にするかど
うか、本請願の諮り方について、
採決したところ、可否同数でした
ので、委員長の裁決により、一部
採択について諮らないと裁決しま
した。その後、慎重に審査したと
ころ、本請願の採択については、
可否同数でしたので、委員長の裁
決により、採択としました。
　陳情第９号、第10号、第11号は
全員賛成で採択としました。
　陳情第12号は賛成少数、陳情第
14号は賛成なしで不採択としまし

た。
　陳情第15号は、委員会協議会に
おいて、趣旨説明があり、その後
の委員会審査において、賛成少数
で不採択としました。

都 市 環 境 委 員 会
委員長　市原誠二

　９月18日に開催しました都市環
境委員会に付託されました案件は、
陳情１件でした。
◇主な審査内容
◎陳情第13号
　選択的夫婦別姓制度の導入を求
める意見書の提出についての陳情
では議員間討議が行われ、「引き�
続き国においての議論が必要であ
り、国での対応を踏まえる必要が
ある」との意見や、「そもそも夫�
婦別姓制度に関する国での論議が
進んでいない現状であり、地方議
会から国会に論議を促す意見書を
出すべき」との意見が出されまし
た。
◇審査結果
　賛成少数により不採択としまし
た。

総 務 委 員 会
委員長　山下幹雄

　９月19日に開催しました総務委
員会に付託されました案件は、陳
情１件でした。
◇主な審査内容
◎陳情第16号
　討論として「公共施設の利用時
間の制限について心配が残る」と
いう発言がありました。
◇審査結果
　陳情第16号は賛成なしで不採択
としました。
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